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歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
誌
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
選
者
の
添
削
を
不
要
と
す
る
方
は
添
削
不

要
と
記
し
て
く
だ
さ
い
。
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身
に
入
む
や
父
の
遺
せ
し
短
歌
集

『
身
に
入
む
』
は
秋
の
季
語
で
、
深
ま
り
ゆ
く
秋
の

し
み
じ
み
と
し
た
情
景
を
言
う
。
掲
句
は
在
り
し
日

の
父
が
書
き
綴
っ
て
き
た
仕
事
や
家
族
の
こ
と
、
そ

れ
に
添
え
て
多
く
の
短
歌
を
書
き
残
し
て
い
た
。
歌

を
詠
む
。
そ
れ
も
ま
た
父
に
と
っ
て
は
至
福
の
ひ
と

と
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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般
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首
の
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稿
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た
。
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講
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イ
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ス
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催
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と
が
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せ
ん
で
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。
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部
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ス
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の
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ザ
ー
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え
る
も
の
フ
ワ
フ
ワ
ド
レ
ス
に
舞
い
上
が
れ
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分
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井
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炎
天
下
手
順
通
り
に
据
え
付
け
る
狂
い
無
き
目
で
読
み
込
む
水
準
器
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石
田
高
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一
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長
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直
弥

玉
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清
弘
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実
習
の
時
の
先
生
顔
変
わ
る
本
気
伝
わ
り
オ
レ
も
真
面
目
に
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田
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朗
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未
来
な
ん
て
誰
も
分
か
ら
ん
踏
ん
で
い
る
地
面
が
か
た
い
そ
れ
だ
け
で
良
い

名
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屋
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田
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辺
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愛
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実
習
で
牛
舎
夏
日
に
照
ら
さ
れ
て
床
打
つ
水
に
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る
虹
見
る

香
川
県
立
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高
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岡
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一
年
生
豚
の
追
い
込
み
苦
戦
す
る
昔
の
自
分
重
な
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光
景

香
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立
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キ
ン
キ
ン
の
冷
た
い
水
で
大
掃
除
今
年
の
思
い
出
振
り
返
り
な
が
ら

長
崎
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立
淵
中
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受
賞
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小
学
生
の
部
】

吉
井
勇
大
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「
め
ー
ん
」
と
一
本
入
っ
た
そ
う
か
い
か
ん
ま
た
ほ
し
い
け
ど
一
本
と
ら
れ
る

山
田
小
学
校
五
年　

森
本　

椋
太

吉

井

勇

賞　
　

べ
に
ざ
け
は
じ
ゅ
ん
び
が
で
き
た
ら
あ
か
く
な
る
色
あ
ざ
や
か
に
川
を
い
ろ
ど
る

大
宮
小
学
校
五
年　

北
田　

妃
花

玉
井
清
弘
賞　
　

空
気
が
ね
寒
く
な
っ
て
話
し
出
す
冬
が
く
る
よ
と
い
っ
て
る
ん
だ
ね

大
栃
小
学
校
三
年　

高
橋　
　

葉

井
上
佳
香
賞　
　

大
栃
橋
少
し
ず
つ
形
が
で
き
て
き
た
学
校
か
ら
で
も
見
え
る
大
き
さ

大
栃
小
学
校
六
年　

山
下
こ
は
る

佳　
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J
F
E
ス
チ
ー
ル
工
事
場
ち
ょ
う
熱
い
の
び
て
の
び
て
の
び
て
い
く
鉄

大
栃
小
学
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五
年

凢
内
琥
大
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コ
ー
ト
上
落
ち
た
ボ
ー
ル
が
く
や
し
く
て
「
ク
ソ
ッ
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け
ぶ
自
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が
き
ら
い

山
田
小
学
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三
年　

樫
谷
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乃
華

　
　
　
　
　
　
　

夏
の
夜
蛍
見
つ
け
て
か
き
集
め
手
の
ひ
ら
い
っ
ぱ
い
蛍
の
光

大
宮
小
学
校
六
年　

小
松　

由
奈


